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るのかということと，旅行者がどのように真正性

を要求するかについて分析し，両者の間において

真正性が構築されていく過程を明らかにする。

2. タンザニアの概要と観光・舞踊

タンザニア連合共和国は中央アフリカ東部に位

置しており，1961 年にイギリスの植民地から独

立した。1964 年にはアフリカ大陸側のタンガニ

ーカと島嶼部のザンジバルとが連合してタンザニ

ア連合共和国が成立し，1985 年には 2 代目大統

領アリ・ハッサン・ムウィニのもとで自由経済と

なり今日に至っている。タンザニアにおいて，観

光は主要産業のひとつである。とくに島嶼部のザ

ンジバルは，リゾート地として 1970 年代から欧

米企業の投資対象となってきており，ザンジバル

のストーンタウンは 2000 年に世界遺産として登

録されている。2001 年以降，GDP に占める観光

産業の割合は 12％前後で推移しており，2015 年

時点では 11.8％となっている（WORLD TRAVEL 

& TOURISM COUNCIL 2016）。このような中で，

舞踊も観光資源として注目されつつある。

タンザニアにおいて，舞踊はスワヒリ語で「ン

ゴマ ngoma」と呼ばれ 1)，子供の誕生祝い，求婚，

結婚式など，生活の中のさまざまな場面で演じら

1. はじめに

タンザニアにおいて，観光は主要産業のひとつ

である。観光の中心となっているのはサファリや

リゾートであるが，今日では，舞踊も観光資源と

して注目されつつある。本研究では，タンザニア

における舞踊とツーリズムとの関係を明らかにす

るために，舞踊団，音楽学校や博物館，音楽祭で

の調査を行い，調査結果をもとにタンザニアのツ

ーリズムについての考察を行う。

考察においては 2 つの点に着目する。1 点目は

「コーディネーターの役割」である。タンザニア

における舞踊は，観光のコンテンツとしては発展

途上の段階にある。そこで舞踊家など現地の人々

と旅行者との関係を調整するために，コーディネ

ーターが重要な役割を果たしていることを明らか

にする。

2 点目の着目点は「真正性」である。タンザニ

アの舞踊ツーリズムにおいては，舞踊の鑑賞や体

験などが旅行者に提供される。これらについて，

体験を提供する側である舞踊家などの人々と，体

験者である旅行者の双方において真正性が重要な

意味を持つ場合がある。本研究では，舞踊家たち

がどのような言説を用いて自らの真正性を主張す
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いての聞き取り調査を実施し，その上で，同博物

館にて舞踊を実演している「クシニ・ウモジャ・

グループ Kusini Umoja Group」での参与観察と聞

き取り調査を実施した。

　また，2 月 13 日から 2 月 16 日まで，ザンジ

バルにて，音楽祭「サウチ・ザ・ブサラ Sauti 

za Busara」，音楽学校「ダウ・カントリーズ・ミ

ュージック・アカデミー Dhow Countries Music 

Academy（DCMA）」にて参与観察および関係者

への聞き取り調査を行った。

 3-1　ビレッジ・ミュージアム

ビレッジ・ミュージアムは，タンザニア最大の

都市であるダルエスサラームの郊外に位置する博

物館である。この博物館は 1992年に設立され，「タ

ンザニア国立博物館」のコンソーシアムに組み込

まれている施設の 1 つとして運営されている。こ

の博物館は，おもにタンザニアの住環境を扱って

おり，タンザニア各地・各時代における住居の実

物展示が行われている。博物館の中心の広場では，

毎日，伝統的な舞踊を鑑賞できる。2014 年時点

では，開館時間は午前 9 時から午後 6 時までで，

休館日は決められていない。入場料は約 1ドルで，

写真やビデオ撮影には別料金が必要となる。

　2014 年 2 月 11 日，博物館内の主任学芸員室に

て，この博物館での舞踊の展示について主任学芸

員のフローラ・ビンセントに対する聞き取り調査

を実施した。聞き取り調査においては，①博物館

にて舞踊を演じている舞踊団の概要，②博物館と

各舞踊団との関係，③舞踊を行う際の方針につい

て質問した。

　1 点目の博物館にて舞踊を演じている舞踊団

について，博物館では「ハヤ・ナヤ・グルー

プ Haya Naya Group」「ンチャブェデ・グループ

Nchabwede Group」「クシニ・ウモジャ・グループ」

の 3 つの舞踊団と提携しており，3 つのグループ

は決められた曜日に博物館で上演を行うことにな

れる 2）。タンザニアの独立以後，舞踊は政治と

も密接に関わってきた 3)。初代大統領のジュリウ

ス・ニエレレは，国民のアイデンティティを確

立する手段の 1 つとして伝統音楽や舞踊を支援し

た。そしてニエレレの支援政策のもと，タンザニ

アを代表する音楽家としてフクウェ・ウビ・ザウ

ォセ Hukwe Ubi Zawose が世界的に活躍した。し

かし 1990 年代以降，文化支援政策は，ティンガ

ティンガ派などに代表されるアフリカンポップア

ートを対象としたものが中心となり，舞踊や音楽

への支援政策は実質的に行われなくなった。政府

の支援が断たれた音楽家や舞踊家は，自らの手で

生き残る方法を模索することになった。そのよう

な状況のもとで，舞踊家たちは，プロとして，地

域社会の要請に応じて結婚式などで舞踊を行う以

外に，観光客を相手に舞踊を披露したり，タンザ

ニア国外での公演を通じて外貨を獲得したりする

ようになっていった。今日のタンザニアでは，コ

ミュニティにおける生活と関わる舞踊が衰退する

一方，ガイドブックやインターネットなどを通じ

て，観光コンテンツの 1 つとして舞踊が取り上げ

られるようになっている。本研究で調査対象とし

た舞踊団や各種文化施設も，このような流れの中

にある。

3. 事例調査

　筆者は 2014 年 2 月，筆者はタンザニアにて伝

統的な舞踊に関する調査を実施している。その中

から舞踊とツーリズムに関わる調査の概要につい

て，時系列に沿って述べる。2 月 8 日から 2 月 11

日まで，地方都市バガモヨを拠点とする「チビテ

Chibite 舞踊団」と共同生活を送り，舞踊団の活

動について参与観察および聞き取り調査を実施し

た。2 月 11 日，ダルエスサラーム郊外のビレッジ・

ミュージアムにて主任学芸員のフローラ・ビンセ

ント 4）に対し，博物館における舞踊の上演につ
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調査日の 2 月 11 日に上演を行っていたのは「ク

シニ・ウモジャ・グループ」であった。同グルー

プの団員であるチチ・ニェニュアに対し聞き取り

調査を行い，アレンジの禁止に関する運営方針が

現場においても徹底されていることを確認した。

この日の上演内容は，リンゴンド Lingondo を中

心として，リンゴンジュム Lingonjum，サンバ

ルコ Sambaluko，クク・アテメベ・キドド Kuku 

Atemebe Kidodo の計 4 演目の舞踊を演じている

とのことであった 5）。

 3-2　サウチ・ザ・ブサラ

「サウチ・ザ・ブサラ」6）は，島嶼部のザンジ

バルで開催される東アフリカ最大の音楽祭であ

る。この音楽祭は 2003 年より毎年 2 月に開催さ

れており，調査を行った 2014 年は第 11 回目にあ

たる。運営母体は NGO 団体のブサラ・プロモー

ションズであり，この団体は非営利で運営されて

いる。また，音楽祭のスポンサーとしてザンジバ

ルのホテルや土産物店が協力している他，プロモ

ーターやオフィシャルパートナーの形でノルウェ

ー大使館，スイス大使館，ドイツ大使館なども協

力している 7）。

　音楽祭の中心となるのは，沿岸部にあるオール

ド・フォートという 17 世紀に築かれた砦で開催

されるコンサートである。コンサートは夕方から

っているという。上演時間や上演回数については，

実質的に各舞踊団の判断に委ねられている。

2 点目の博物館と各舞踊団との関係について，

博物館と舞踊団との間に契約関係はあるが，金銭

の授受は行われていないとのことであり，この背

景には博物館の経営事情があるという。タンザニ

アでは博物館の経営に対する政府の援助が乏し

く，少ない予算の中で展示を充実させていくしか

ない。そのため，博物館は舞踊団に対し金銭を支

払わない代わりに，上演のための場所を提供する

とともに，博物館の宣伝の中で舞踊団も積極的に

紹介する。そして舞踊団は，来場者の投げ銭（撮

影料を含む）により収益を得ている。このような

仕組みのため，舞踊団は決められた時間・回数の

み舞踊を演じるのではなく，来場者の流れが多い

際には即座に舞踊の上演を開始しているという実

態がある。

　3 点目の舞踊を行う際の方針について，主任学

芸員のビンセントは，舞踊団の選定のためにダル

エスサラームのプロの舞踊団を見て回ったとい

う。そしてもっとも技量に優れた舞踊団を 3 つ選

び，各舞踊団に対し先述した条件を提示して契約

した。また，各舞踊団に対して，この博物館の主

たる目的は「教育と保存」であるため，舞踊団が

独自にアレンジした音楽や舞踊の上演を認めない

という方針を厳守するように伝えている。

写真1　レッジミュージアムでの舞踊実演 写真2　DCMAでの舞踊体験プログラム
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ことが挙げられる。

チビテ舞踊団では，観光も重要な収入源とされ

ている。舞踊団と旅行会社とが提携し，舞踊団と

生活をともにするエコ・ツーリズムや，音楽・舞

踊のレッスンなどの体験型ツアーを提供してい

る。この例として，日本人の根本利通が代表とな

っている「JATA ツアーズ」と提携しているツア

ーを挙げる 9）。JATA ツアーズはダルエスサラー

ムに本社を置いており，チビテ舞踊団との提携の

もとで「タンザニアの伝統音楽を学ぶ『CHIBITE』

ツアー」を主催している。このツアーではチビテ

舞踊団の団員たちの家にホームステイしながら，

1日 2時間の舞踊と音楽のレッスンを受けられる。

レッスン以外の時間は，舞踊団員との交流やバガ

モヨの名所を見学するなど，参加者は自由に過ご

すことができる。レッスン，宿泊費，食事代はツ

アー代金に含まれているが，舞踊団員にガイド，

取材，研究協力などを依頼する場合，参加者が独

自に団員と交渉することになる。ツアー日程は計

9 日となっているが，移動やオリエンテーション

なども含むため，ツアー参加者が舞踊団と共同生

活を送るのは実質 5 日間となっている。

このツアーは募集時点で「オルタナティブツア

ー」を掲げており，舞踊や農村生活を体験するこ

とを目的として催行されている。また，参加者の

目的が，舞踊や農村生活の体験にとどまらない場

深夜にかけて開催され，アフリカ各地から招聘さ

れたグループが順番に演奏を行う。音楽のジャン

ルは多岐に渡り，ポップスや，アフリカ各国の伝

統的な音楽や舞踊などが演じられる。入場料はチ

ケット購入者の出身国によって異なる。2014 年

の音楽祭では，アフリカ以外の外国人向けチケッ

トが 125 ドル，外国人プレミアチケットが 200 ド

ル，タンザニア以外のアフリカ出身者の場合はこ

れらの価格の 50％となり，タンザニア人では 10

％となる。

音楽祭の期間中，ザンジバルの音楽学校である

「ダウ・カントリーズ・ミュージック・アカデミ

ー（DCMA）」8）が，音楽と舞踊のワークショッ

プを実施している。時間は午前 10 時から午後 1

時までとなっており，前半の 1 時間半が太鼓，後

半の 1 時間半が舞踊で，それぞれの料金は 15 ド

ルである。このワークショップでは同校の音楽講

師ケリー・モド・コンボの指導のもと，ザンジバ

ルの伝統的な舞踊と音楽を体験することができ

る。タンザニアにおいて，舞踊は観光コンテンツ

として成長途上にある。そのような中で，観光客

が体験することを前提とした舞踊のプログラムが

提供されていることは，タンザニアにおける舞踊

と観光との関係における可能性を示唆していると

言える。

 3-3　チビテ舞踊団

「チビテ舞踊団」は，ダルエスサラームから北

へ約 70 キロに位置する地方都市バガモヨを拠点

に活動している。この舞踊団は 1994 年に音楽家

のフクウェ・ウビ・ザウォセによって結成され，

2014 年時点で約 40 名の団員が所属している。フ

クウェの死後も彼の子孫たちが中心となって活動

を続けており，日本やアメリカでの公演を成功さ

せている。彼らの演目の特徴として，伝統的な舞

踊そのものを演じるのではなく，いくつかの伝統

的な舞踊をミックス，アレンジして上演している 写真3　「CHIBITE ツアー」での共同生活体験
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アフリカ人，アフリカ人以外で大きく異なる料金

が設定されていることは珍しくないため，国外か

らの旅行者は思わぬ負担を強いられる可能性があ

る。たとえばチビテツアーの場合，JATA ツアー

ズが想定していないオプションについては，旅行

者自らが舞踊団員と交渉する必要がある。この交

渉は，場合によっては数分程度で終わり，支払わ

れる額も低額に収まることもあるが，舞踊団員と

の交渉が数日に渡る上，提示された値段から根気

よく値下げ交渉を行わなければならない場合もあ

る。このような交渉における旅行者の負担を避け

るため，ツアーの内容に含まれるもの関しては，

ツアー開始前に値段交渉を終えた状態になるよう

に JATA ツアーズのスタッフがコーディネートし

ているのである 12）。

次に，旅行者，地域住民，主催者など調整する

コーディネーターの事例として，サウチ・ザ・ブ

サラでの例を挙げる。音楽祭の期間中にはコンサ

ート以外にもさまざまなプログラムが提供される

が，その中にはシンポジウム形式のものもある。

2014 年の場合，2 月 15 日に「外国とのパートナ

ーシップの進展の意義」が開催されており，こ

こではアフリカ各国の音楽祭のプロデューサー

などが集まって情報交換することが目的となって

いた。シンポジウムには誰でも参加できるが，約

合もある。ツアーを企画した JATA ツアーズが人

類学の研究者などとの交流が深いこともあって，

筆者のような調査者が，このツアーのパッケージ

を利用してバガモヨでの農村調査を行うケースも

ある。それ以外にも，日本などでプロの音楽家や

舞踊家として活動する者が，ツアーのパッケージ

を 1 カ月以上の長期滞在型にアレンジした上で，

舞踊団にて太鼓や舞踊のトレーニングを受けるケ

ースもある。

　チビテ舞踊団のツアーにおいては，ツアーのパ

ッケージの大枠を決めた上で，これを柔軟に運用

して旅行者のニーズに対応していることが特徴で

あると言える。

4. 事例についての考察

　これまで挙げてきた事例について，観光に関わ

る旅行者と現地住民との関係や，橋本（2016）に

よるツーリズムにおける体験や真正性に関する論

考を踏まえた上での考察を行う。

 4-1　コーディネーターの役割

人類学や社会学において観光を扱う場合や観光

学においては，観光客をゲスト，観光客を迎える

現地の人々をホストとするような，役割論の観

点から分析を行うことが多いように思われる 10）。

そのような役割論の観点に立った場合，タンザニ

アにおいては，旅行者や現地住民などの調整役と

しての「コーディネーター」が重要な役割を果た

すと考えられる 11）。

コーディネーターの例として，先述した JATA

ツアーズの「チビテツアー」を挙げる。ツアーに

おける体験の内容や，それにかかる費用につい

ては，事前に JATA ツアーズのスタッフがすべて

チビテ舞踊団側との交渉を終えている。先述した

サウチ・ザ・ブサラのチケット料金のように，タ

ンザニアでは，タンザニア人，タンザニア以外の

写真4　シンポジウム「外国とのパートナーシップ

の進展の意義」の様子
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考を進めている。論考で取り上げられた事例で

は，自転車競技の有名な大会と同じコースを走る

という，客観的事実をもとにした「クールな真正

性」に基づく体験を通じて，スポーツ観光者が主

観的な「ホットな真正性」を獲得していくという

「真正化のプロセス」についての事例分析が行わ

れている。また，同論考では「スポーツ」と「観

光」とを別々の領域に措定し，それらの交わる地

点で「スポーツ観光」が成立すると述べられてい

る。その上で「余暇にスポーツマンが本格的に取

り組む『シリアス・スポーツ』を『シリアス・レ

ジャー』の領域に設定」し，その対極に「『楽し

みのために，ほんの少し垣間見る』だけの典型的

な大衆観光」（カジュアル・スポーツ，カジュアル・

レジャー）を措定している。そして「スポーツ観光」

が，「スポーツ的聖性の度合」と「観光的楽しみ

の度合」にもとづいて，「シリアス・レジャー」「カ

ジュアル・レジャー」の双方に渡るものとなりう

ることを示している。

橋本の論考は，タンザニアの舞踊ツーリズムと

真正性について考察する上での重要な指針となり

うる。真正性の問題について，今日のタンザニア

における舞踊研究や舞踊教育は黎明期にあり，ス

タンダードな舞踊教育プログラムや舞踊教材が存

在しないため，舞踊ツーリズムにおける「クール

な真正性」となりうる基準が存在しないのが現状

である 14）。一方，タンザニアの舞踊ツーリズム

における「ホットな真正性」については，2 つの

点に着目して考察できると考えられる。1 点目は，

舞踊家などが，真正性についてどのような言説を

用いて主張しているのかについてである。そして

2 点目は，旅行者において，舞踊体験や舞踊家た

ちの言説を通じて，どのような「真正化のプロセ

ス」を経て「ホットな真正性」が構築されていく

のかという点についてである 15）。

舞踊家などによる真正性の主張について，調査

では「正統性」「実績」「不変性」「技術」の 4 つ

50 人の参加者のほとんどがアフリカ各地で開催

される音楽・舞踊のイベント関係者であり，開始

前，参加者に対し記帳と身分の照会が求められ，

シンポジウムの冒頭には，参加者全員に対し出身

国と職業などについての自己紹介を求められる。

その後，イベントの運営をテーマとして 3 名の代

表者がスピーチを行った後，運営側のファシリテ

ーターの指示に従い，出席者は 10 人程度のグル

ープに分けられ，ブレーンストーミング形式での

議論と情報交換が行われる。議論の内容は「イベ

ント運営に関わる情報の共有」「地域社会との連

携」についてである 13）。また，ファシリテータ

ーは直接提示しないが，スポンサーの獲得に関す

る情報交換や人脈作りも参加者の目的となってい

る。

このような場が設けられる理由として，第 1 に，

アフリカ各国におけるや音楽・舞踊イベントやツ

ーリズムに関する知識・情報の蓄積が乏しいこと，

第 2 に，タンザニア政府に限らず，音楽・舞踊イ

ベントに対するアフリカ各国の政府からの支援が

乏しいことが挙げられる。そこでこのような場を

利用して，関係者間で音楽・舞踊イベントに関す

る情報の共有，地域社会との連携，スポンサーの

獲得などについての議論が行われている。サウチ・

ザ・ブサラを運営する「ブサラ・プロモーション

ズ」は，非営利のもとで情報交換の場を提供する

とともに，地域社会の人々との調整を行うという

形でコーディネーターの役割を果たしているので

ある。

 4-2　舞踊ツーリズムにおける真正性

ツーリズムにおける真正性について，橋本

（2016）は「クール（客観的）な真正性」と「ホ

ット（主観的・実存的な）な真正性」についての

議論をもとに，スポーツ観光者を「パフォーマ

ー・観光者」として捉えた上で，「ホットな真正

性における『真正化のプロセス』」に注目して論
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るかによって，真正性の重要性，すなわち「スポ

ーツ的聖性の度合」が異なると考えられる。

たとえばチビテツアーの場合，「カジュアル・

スポーツ」を求める旅行者にとっては，舞踊と音

楽の体験における「ホットな真正性」は厳密に考

慮されるものではない。しかし，日本などでプロ

としてアフリカの音楽や舞踊を演じる活動をして

いる者にとって，チビテツアーは「シリアス・ス

ポーツ」となる。チビテ舞踊団で修行したことが

日本において大きな実績やアピールポイントとな

るため，「チビテツアー」における「真正性」は，

彼らにとって重要な意味を持つ。さらに彼らは，

ツアーを通じて構築された「ホットな真正性」を，

音楽家や舞踊家としての活動を通じて自らが主張

することになる。

　先述した橋本（2016）の図式は，本研究で例に

挙げた「チビテツアー」という「スポーツ観光」が，

「シリアス・スポーツ」にも「カジュアル・スポ

ーツ」にもなりうるという事例の分析に成功して

いると考えられる。

5. おわりに

　タンザニアのみに限らず，アフリカでは，舞踊

が生活と密接に関わっている。舞踊ツーリズムは，

観光を通じてアフリカの文化を知ることができる

という点において，大きな可能性を有していると

思われる。しかしタンザニアにおいて，舞踊ツー

リズムは発展途上の段階にある。そのような段階

であるがゆえに，ホスト側におけるツーリズムに

関する知識や経験の不足を補い，ホストとゲスト

を繋ぐ役割などを果たすコーディネーターが重要

となっているという実態がある。そこで本研究で

は，調査をもとにコーディネーターの役割を明ら

かにするという方針を採った。

　また，舞踊ツーリズムは「見る観光」だけでは

なく，旅行者が体験できる「する観光」にもなり

を見出すことができた。チビテ舞踊団の場合，団

員たちが主張するのは「正統性」と「実績」であ

る。舞踊団リーダーのタブ・フクウェ・ザウォセ

に対する聞き取り調査において，タブは，自分た

ちが偉大な音楽家の後継者であるという「正統性」

を主張した。タンザニア国外での公演では，舞踊

団員がフクウェ・ウビ・ザウォセの子孫であると

いう「正統性」が彼らのブランド力を高めている

という側面がある。そのような事情を踏まえ，タ

ブは，自分たちをフクウェ・ウビ・ザウォセの偉

業を受け継ぐ者とした上で，その音楽や舞踊を

「Culture of Tanzania」としてアピールしようと考

えている。この主張に加え，タブは，これまでも

日本やアメリカでの公演を成功させているという

「実績」を主張している。チビテ舞踊団による真

正性に関する言説の特色は，偉大な音楽家の子孫

であることを背景とした「正統性」と，国外での

公演などの「実績」に重点を置いていることであ

り，これら 2 つは相互補完的な関係にあると考え

られる。

　ビレッジ・ミュージアムの場合，この博物館に

おける真正性の主張は，上演される舞踊がアレン

ジされていないという「不変性」と，主任学芸員

がダルエスサラームにおいてもっとも高い技術を

持つ舞踊団を選んだことを理由とする「技術」の

2 つによって行われている。ただし「不変性」に

ついては，先に述べたようにタンザニアにおける

舞踊研究が未成熟なため，不変であることの根拠

が曖昧であるという欠点がある。また，チビテ舞

踊団の場合，伝統的な舞踊をアレンジ，ミックス

したものを演じているため，ビレッジ・ミュージ

アムとは正反対の戦略を採っていると言える。

　次に，旅行者における「真正化のプロセス」と

「ホットな真正性」の構築について考察する。「ホ

ットな真正性」の構築については，旅行者が，舞

踊というスポーツ観光において「シリアス・スポ

ーツ」「カジュアル・スポーツ」のいずれを求め
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観光は，競技に対する態度を基準とした「シリア

ス」「カジュアル」のみにとどまらず，異文化理

解や国際的な課題発見といった方向にも開かれて

いると考えることができる。

　スポーツや旅行への関わり方は多岐に渡る。ス

ポーツ人類学の立場から，スポーツとツーリズム

についてのさまざまな可能性を示すことは，今後

のスポーツ文化において重要な意味を持つことに

なるであろう。

【注】

  1） Otiso（2013）によると，スワヒリ語の「ンゴマ」は「太

鼓」と「舞踊」の双方を指す語であり，太鼓の演奏は

「ピガ・ンゴマ piga ngoma」，舞踊によるパフォーマン

スは「チェザ・ンゴマ cheza ngoma」というように用

いられ，演劇や呪術を指し示す際にも「ンゴマ」を用

いる場合があることを紹介している。

  2） タンザニアおよびアフリカにおける舞踊の詳細や，舞

踊と生活との関りについては，遠藤・相原・高橋（2014），

相原・遠藤（2014），遠藤（2014）などを参照。

  3） タンザニアにおける文化政策については，Askew（2002）

や Edmondson(2007) が詳しい。タンザニアにおいて舞

踊や音楽に対する支援が少ないことについては「チビ

テ舞踊団」団員への聞き取り調査の中でも同様の証言

が得られている。また，「サウチ・ザ・ブサラ」を主

催する「ブサラ・プロモーションズ」は，音楽祭が始

まって以来，タンザニア政府からの支援を一切受けて

いないことをホームページ上でアナウンスしており，

政府以外に支援してくれる人々が多くいることのアピ

ールと，支援への感謝を表明している。

  4） 調査対象者のフローラ・ビンセントは，2010 年に博

物館に赴任している。

  5） タンザニアの舞踊の概要や動作特性については，相原・

遠藤（2014）を参照。

  6） 音楽祭の名称は，スワヒリ語で「知恵の声」という意

味である。

  7） 「サウチ・ザ・ブサラ」ホームページ（http://www.

busaramusic.org/）参照。

  8） ダウ・カントリーズ・ミュージック・アカデミー（DCMA）

は，2002 年にザンジバルに設立された。運営方針，在

籍する教員，教育プログラムについては，DCMA の

うるという点に特色がある。そのため，タンザニ

アにおける舞踊ツーリズムは発展途上の段階にあ

るとはいえ，スポーツ・ツーリズムの可能性を広

げるものとなりうると思われる。そこで本研究で

は，旅行者が舞踊ツーリズムを体験する場におけ

る「ホットな真正性」に着目し，旅行者と現地舞

踊家との間で「ホットな真正性」が構築される過

程を明らかにすることにした。

　タンザニアにおける舞踊ツーリズムは発展途上

にある。また，舞踊教育や舞踊家に対する政府か

らの支援が乏しい中で，舞踊家たちは生存戦略の

一環として舞踊ツーリズムに関わっているという

側面もある。本研究では，調査をもとに舞踊ツー

リズムにおけるコーディネーターの役割と真正性

についての考察を行ったが，これらを通じて，今

日のタンザニアにおける舞踊とツーリズムとの関

係の一端を明らかにできたと考えている。

　本研究における考察を踏まえた上で，今後の課

題や展開について述べたい。1 つ目は，今後の課

題として，タンザニアの舞踊についての基礎調査

と研究をさらに進めることが挙げられる。タンザ

ニアにおける舞踊について，本研究では，真正性

における「ホットな真正性」の比重が大きいこと

を明らかにした。今後，舞踊と歴史・社会との関

係，地域間の比較，舞踊動作の特色の検証，舞踊

の記録などの「クールな真正性」に関わる研究を

進めることで，タンザニアの舞踊や観光に資する

ことができると考えられる。

　2 つ目は，本研究などを通じて，アマチュア・

スポーツやスポーツ観光への見解を深めることで

ある。スポーツに関わるすべての人々がプロを目

指すわけではないのは自明である。スポーツ観光

における「シリアス・スポーツ」「カジュアル・

スポーツ」のような観点は，今後，アマチュア・

スポーツの可能性を示すことに貢献できると考え

られる。また，旅行が「シリアス」にも「カジュ

アル」にもなりうることを踏まえれば，スポーツ
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である。舞踊研究や舞踊教育の蓄積についてガーナ

の事例を挙げると，Younge（1992）は 1960 年代から

1990 年代のガーナにおける舞踊の教材について概観

し，小学校から大学までの各段階における音楽・舞踊

の基本的教育のための教材が必要に応じて作られてき

たと指摘している。ガーナ大学ではガーナ独立以降，

ガーナ各地にて舞踊の映像を収録しており，それらの

記録はすべて J.H.K. ンケティア・アーカイブズ J.H.K 

Nketia Archives に保存されている。このような事例と

比較すると，タンザニアにおける舞踊の教材や記録な

どの不足が，よりいっそう明らかとなる。

15） 本研究では，橋本（2016）の論考に加え，構築主義に

おけるオントロジカル・ゲリマンダリング批判以降の

方法論に関する議論（平・中河 2000）も踏まえた上で，

「真正化のプロセス」に焦点を当てるという方針を採

っている。
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